
7月から８月にかけてお祭や盆踊りが市内で大小合わせて１００近く開催されます。
楽しいこともたくさんありますが、青少年が子ども同士で夜間に出歩くことも増える時期です。

尼崎市教育委員会社会教育課愛護担当では、この時期に特別補導計画を立て積極的な街頭補導を実

施しています。

地域の中で、補導委員さんが青少年の気になる行動に対して行う「愛

の一声運動」による取り組みは、地域の子ども達の非行化を防止し、温

たかく見守ってもらっているんだと実感しています。（事務局）

発  行：尼崎市少年補導委員連絡協議会 

事務局：尼崎市教育委員会社会教育課 

青少年愛護担当

【所在地】尼崎市栗山町２丁目２５－１ 

【電話】06-6421-3592

令和元年９月 1日 

第 2７７号 

小・中・高・一般の方々から、２０,６８７

点（応募人数１２,０１４人）の作品の応募が

ありました。７月５日に審査委員会が開催さ

れ入賞作品３点、入選２５点、佳作５１点、

努力賞５０点が選ばれました。 

 令和元年度入賞・入選作品につきましては、

８月2６日（月）立花南生涯学習プラザに於

いて、青少年健全育成・非行化防止標語表彰

式の席上にて表彰されます。 

なでしこ



インタビューの内容は３賞とも次のとおりです。 

① たくさんの応募の中から賞を受けた気持はどうですか？  ② この作品はどんな事を思って作りましたか？

③ 今がんばっていることは何ですか？

７月１９日(金) 市長賞受賞者、園田東中学校３年 山内 大英さんに応接室でお祝いの言葉を伝え取材させてい
ただきました。

① 毎年応募していますが、まさか受賞するとは、とても驚きました。家族もすごいねと言ってくれました。

② 一度だけだと思ってやった事も、一度で終わることがなかったり、一度の失敗でずっと

後悔することになったりするので、油断しないで行動するように思ってつくりました。

③高校受験をひかえ、目標も定まり、今は勉強を頑張っています。

※生物が大好きで、読書をするのが趣味という山内さん、４人兄弟の長男で、妹弟の面

倒を良く見る、優しい笑顔のお兄さんです。

昨年は得意の理科の自由研究で「カビ」について研究し、入賞したそうです。

今回の受賞を胸に将来に向かっていく、山内さんでした。【小松・橋平】

① 夢にも思っていませんでした。(笑) 実は、出したこ
とさえ、忘れていました。あまり深く考えずに出したので、
他の方に申し訳ないです。

② わが子のことを思い、考えて作りました。

何か危険な事があった時、親が手を差し伸べるのは当たり

前！親が必ず子どもを導くべきだと思います。

③ 折り紙です。７０歳から折り紙を教え始め、９年経ち、

今では月２回、講師に出かけています。

色々教えるにあたり、書店に立ち寄ったり、自分でアイデ

アを出したりして続けています。

※当日は展示会に使っておられる金融機関のコーナーを使わ

せていただき、涼しい中で、 末吉さん

の子育てのお話や川柳応募のお話も出

て、あっという間に時間が過ぎました。

帰りに折り鶴のお土産もいただき、

ほっこりしました。【白田・岡】

２日 月 大庄地区理事会        13:30～
３日 火 小田地区理事会        10:30～
５日 木 立花地区理事会        14:30～
６日 金 園田地区理事会        10:30～
６日 金 武庫地区理事会        13:30～
11日 水 環境部会           10:30～
13日 金 中央地区代表者会       13:30～
18日 水 尼少補連役員会        10:45～
18日 水 なでしこ部会            11:45～

令和元年７月２５日、大庄小学校校長室において教

育長賞を受賞された櫻庭嵩和さんにお祝いの言葉を伝

え、受賞の喜びを取材させていただきました。 

① 教育長賞をもらって、びっくりもしたけど、嬉し 

さも込み上げてきました。 

② 笑顔が増えると、この町が良くなると思い作りま

した。 

③６年生が出場するバスケットボール大会に向け

て、練習を頑張っています。また、将来に向けて、

勉強も頑張っています。

※教育長賞を受賞したということ

で、ご家族や近所の地域の方々も

総出で喜んでくれたそうです。

何事も一生懸命で優しく、素直

で、たのもしい櫻庭さん、受賞お

めでとうございます。【谷井・八谷】 

       ～夏の早朝の出来事～

夏休みの開始とともに、補導でいつも回っ

ている公園でラジオ体操が始まりました。集まった子

どもたちは、ラジオ体操の前後、セミ取りに夢中です。 

我が家に遊びに来た孫は、折角つかまえたセミは全

部逃がして、虫かご一杯にセミの“ぬけがら”を集め

て帰ってきて、うれしそうに私に見せてくれます。夏

の早朝、セミ取りに興じる子どもたちの様子に、ほの

ぼのとしたものを感じました。     【立花地区】 


